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研究要旨 

 就業者を対象にした疫学研究のデータを用いて、痛みと心理的要因の関連について調べた。

その結果、痛みがないまたは軽度の人では、心の安定化の低さが将来的な痛みの発症・増悪に

関わっている可能性が示唆された。また、感染嫌悪感の強さが、慢性腰痛および慢性肩こりの

予後不良因子であり、腰痛発症のリスクファクターであることも示唆された。

 

Ａ．研究目的 

痛みは生物学的機序だけでなく、心理社会

的要因による影響を受ける。本研究では心と

身体の相互作用（内受容感覚）への気づきの

低さが痛みの発症に関連すると仮説をたて、

疫学研究のデータを用いて調査した。また、

コロナ禍において感染に対する恐怖心は、痛

みのリスク因子となる可能性があると考え、

感染嫌悪感と慢性痛との関連についても調査

した。 

 

Ｂ．研究方法 

（研究 1）ある企業の職員 221 名を対象とし

て、2018年と 2020年の 2時点で疼痛強度、

内受容感覚への気づき、仕事・家庭ストレス、

不安・抑うつ、運動恐怖、運動習慣の有無に

関 す る 縦 断 調 査 を 行 な っ た 。

Multidimensional Assessment of 

Interoceptive Awareness（MAIA）から注意制

御、自己制御、信頼する、気が散らない、心

配しない、の 5つの尺度を用いて内受容感覚

への気づきを評価し、主成分分析を行った。

２群間比較を用いて MAIA の主成分尺度と痛

みの発症との関連を調べた。 

（研究 2）20－59歳の正規雇用者を対象とし、

2020年 12月と2021年3月にインターネット

によるアンケート調査を行った。回答を得た

1265人において、慢性腰痛、慢性肩こりの有

無と感染嫌悪感との関連について、年齢性別、

テレワークの有無、ストレス、孤独感、不安・

抑うつなどを調整した重回帰分析を行った。 

（倫理面への配慮） 

どちらの疫学研究も研究参加者の匿名性を担

保した上で行われた。データ収集は、研究に

関する説明を行い、理解の得られた人からだ 

 

 

け行われた。 

 

研究１は慶應義塾大学医学部倫理委員会で承

認（承認番号：20170069）を得た。 

研究２は慶應義塾大学総合政策学部 環境情

報学部 政策・メディア研究科研究倫理委員会

で承認（承認番号：336）を得た。 

 

Ｃ．研究結果 

（研究 1）MAIAの主成分尺度として「心の安

定化」と「自己統制力」が抽出された。2018

年に痛みがないまたは軽度であった人のうち、

2020 年に中等度以上の痛みが生じた人では

2018 年時点での心の安定化が有意に低かっ

た(p<0.01)。 

（研究 2）慢性腰痛、慢性肩こりの有症者で

有意に感染嫌悪感が高かった（ともに p＜

0.001）。また、３か月後も痛みが続いていた

慢性痛有症者で有意に感染嫌悪感が高かった

（慢性腰痛ｐ=0.016、慢性肩こりｐ=0.023）。

さらに、感染嫌悪感の高さは３か月後の慢性

腰痛の新規発症と有意な関連があった

（p=0.026）。 

 

Ｄ．考察 

研究 1 からはストレス耐性のパーソナリテ

ィが高いことが就業者の痛みを予防する上で

重要であることが示唆された。マインドフル

ネス心理療法のように、ストレス耐性を付加

するような介入方法はいくつかあり、それら

を社会的に利用できる様にする取り組みが、

痛みの予防効果を発揮する可能性がある。 

研究 2からは、コロナ禍における感染嫌悪感

が就業者の慢性腰痛のリスク因子であるだけ

でなく、予後不良因子でもあることが示され

た。研究１の結果と合わせると、感染症に対
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するストレスはコロナ禍で影響力が増してい

たと考えられ、ストレス耐性の弱い人では感

染嫌悪感を強く感じてしまった結果、慢性腰

痛の発症が増えたと考えられる。したがって、

感染症に対して安心な社会を形成する取り組

みによって、就業環境における痛みの予防や

改善ができる可能性がある。 

 

Ｅ．結論 

（研究 1）痛みがないまたは軽度の人では、

心の安定化の低さが将来的な痛みの発症・増

悪に関わっている可能性がある。 

（研究 2）感染嫌悪感は、慢性腰痛および慢

性肩こりの予後不良因子であり、腰痛発症の

リスクファクターである。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載。 
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